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療
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実
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研
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手
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療
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実

務
を
把
握
す
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も
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が

そ
も
そ
も
医
療
機

関
の
成
果
概
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と
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か

医

療
機
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事
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ど
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よ
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療
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利
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手
法
が
援
用
可
能
か

な
ど

の
よ
り
根
本
的
な
議
論
の
蓄
積

も
必
要
で
あ
る

医
療
機
関
の

特
質
を
踏
ま
え
た
会
計
理
論
の

開
発
が
医
療
会
計
研
究
の
今
後

の
課
題
で
あ
ろ
う


　
東
海
圏
で
は

年
か
ら
名
古

屋
市
立
大
学
大
学
院
経
済
学
研

究
科
に
医
療
経
済
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
コ

ス
が
設
置
さ
れ
る
な

ど

医
療
政
策
・
経
営
に
関
す

る
大
学
院
が
少
し
ず
つ
増
え


医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
学
べ
る

機
会
が
多
く
な

て
き
て
い

る

実
務
家
と
研
究
者
の
交
流

に
よ
る
現
状
把
握
を
超
え
た
研

究
の
深
化
に
も
期
待
し
た
い


Ｃ中部経済新聞社 2 0 1 8 年 0 5 月 1 0 日 0 1 0 面 0 1 版 N o . 0 2


